
資料 １０

文化政策部会における主な審議課題について（案） 

 

１．文化芸術の振興における国の役割（審議のまとめＰ７～９） 

（例） 

・「文化芸術の頂点の伸長」と「文化芸術の裾野の拡大」に対する国の支援の在り方 

 

 ・文化財の保存・活用を支える技術や人材の確保，育成のために国がすべきことは何か 

 

２．地域文化の振興方策（審議のまとめＰ９～１０，Ｐ１８～１９） 

（例） 

・地域文化の振興における国と地方公共団体の役割分担 

 

・文化芸術の一極集中をいかに是正するか 

 

・文化芸術振興や文化財の保存・活用における様々な主体（例えば，大学）や他分野（教育，

観光）との連携方策 

 

・地域が主体となった文化財・伝統文化の保存・活用・継承を，国がいかに支援するか 

 

３．民間の文化芸術支援活動の充実方策（審議のまとめＰ９～１０，Ｐ２９～３０） 

（例） 

・文化芸術活動や文化財の保存・活用への民間（企業メセナ，ＮＰＯ，文化ボランティア等）

による支援を一層拡充していくために，国がすべきことは何か 

 

４．子どもたちの文化芸術活動の充実方策（審議のまとめＰ２４～２５） 

（例） 

・学校における児童生徒の文化芸術活動や伝統文化体験をいかに支援するか 

 

・地域における子どもたちの文化芸術活動や伝統文化体験を，誰がどのように支援するか 

 

５．文化芸術による国際交流の推進方策（審議のまとめＰ１９～２０） 

（例） 

・日本文化の海外発信をどのように推進すべきか。また，どのような分野を重視すべきか 

 

・文化多様性の観点を踏まえつつ，世界の文化の継承・発展や人類への貢献を果たすため，日

本はどのような国際貢献を推進すべきか。また，どのような分野を重視すべきか 

 

・アジアと日本の文化交流（青少年交流，文化財交流等）を今後どのように進めていくか 


